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高岡市西藤平蔵の地名の語源は、藤原氏の流れを

くむといわれる「藤の平蔵」がPォ弓墾した土地である

という伝承があります。千保川 .庄川 (旧中田川)

の流,各が変わったことで西藤平蔵と東藤平蔵に分か
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/「念物幡尾鶴晟桑占車諾記出S681年
土地の神社)である「八幡大
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新 神様に対し、「在所 (村の)繁盛、患炎、廷命」の

ため、村民一同が八幡宮に対し、「神田 (米 )」 を

8斗 5升 (約 153 kg)を 追江lして従来の5倍以上と

なる合計 1石 5升 (約 189 kg)を永久に寄進路 て
殿の建築や、将来の修復費用として、また「湯立」

r森議壕ξ仔鉛をと晉花jギ黙黛営鬼斡雲暴墨堰
を願う神事)にあてるとして戯虚す。そして、もし
この米を着服したら、各々に神罰が下るであろうと

も記してしヽます。

この史料を含む西藤平蔵村の古文書―括は令不El元

年に村万雑会より博物館に寄贈されました。当時の

人々の生活を次[lる貴重な資料です。なお、この人幡

宮は明治 42年(1909)に気多社 (柳島)と八巾番宮

(浦村)と合祀され、西藤平蔵神社となつています。

(仁ヶ竹主幹)

間含先 田 博物館 20-1572

れたとされます。

写真の史料は延宝9

年(1681)3月 45日
付の「八幡宮神田永代

寄進状」です。西藤平

蔵村肝煎 (村 長 )

長右衛問以下 31名の

氏子―同が、産土神 (
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0＼幡9」 宛に出したものです。書状には、
工速


